
未来を紡ぐ木材加工工場
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■ ■東側　立面図■

●「グーグルマップ」より掲載

５年後

●「グーグルマップ」より掲載

●矩計図で読み解く。

●梁は合板充腹梁が織りなす構造。

▼増床可能な構造計画。

●接合方法は流通金物の組み合わせが基本。

●構造用集成材は6m以下の部材。

●搬入口には深い庇（3.2m）。

工場は合理的に作業が行える機能空間。

そこには必然的な構造デザインが生まれる。

●環境教育への課題・技能者養成への課題・
自然災害の対策・創エネルギーへの課題な
ど、まだまだ課題山積状態から抜け出せな
い。川上・川中・川下に従事するひとたち
が出来ることは何だろう。

●耐力壁は構造用面材のみ。

柱はプレート使用の石場建。

骨組に止める構造用合板は厚さに適合した
釘仕様・間隔で支持される。

「希望の林業」に向かって。

15,470

5,460 5,4602,275 4,550

1,365 910 910 3,640 2,730 2,730 4,550 910

2,730 1,820

9
1
0

1
,
4
65

7
,1

1
0

1
,2

6
5

1
,
8
35

1,
7
6
5

1
,
13

5

3,
4
70

21
0

9
10

1
,8

2
0

6
,
11

0

6
,
2
00

1
,
0
00

1
5
0

5,
0
4
0

5
,
1
01

7
00

1
,
50

0
1
,1

7
5≦

1
20

0

6
,
00

0

7
0

8,
30

0

8,
09

0

360

■Ｘ通り　断面図■

▼最高の高さ

▼設計GL

▼1FL

▼土台下天端

▼最高の軒の高さ

外壁1：
角波サイディング：働き巾750　H20程度

+防風透湿ｼ-ﾄ+横通気胴縁＠455　18×45

構造用合板(ｱ)9（耐力面材確保）
：耐摩カラ－ガルバリューム鋼板(ｱ）0.4縦張

土台水切：耐摩カラ－ガルバリューム鋼板(ｱ）0.4　曲加工

地覆：コンクリ－ト化粧打放シのまま（誘発目地有り）

軒裏1：

軒裏材水平剛性確保材：構造用集成材

雪止アングル：L-65×65×5　2段（亜鉛メッキ品）：専用支持金物

タイトフレーム支持：木造下地用タイトフレーム用ビス留め

屋根1：耐摩カラ－ガルバリューム鋼板（ｱ）0.8（ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｫ-ﾑ4mm裏貼）

折版はぜ締め葺　働き巾：500　山高：160前後

開口部1：アルミ製サッシ

角波サイディング：働き巾750　H20程度外壁1：
：耐摩カラ－ガルバリューム鋼板(ｱ）0.4縦張
+胴縁18×45＠455

+防風透湿ｼ-ﾄ

構造用合板(ｱ)9（耐力面材確保）

水切：耐摩カラ－ガルバリューム鋼板（ｱ）0.4曲げ加工

耐摩カラ－ガルバリューム鋼板（ｱ）0.8棟包み板：

レインシャット加工

エプロン：耐摩カラ－ガルバリューム鋼板（ｱ）0.8

水上取合水切：耐摩カラ－ガルバリューム鋼板（ｱ）0.8曲げ加工

レインシャット加工

耐摩カラ－ガルバリューム鋼板（ｱ）0.8エプロン：

軒先見切面戸：耐摩カラ－ガルバリューム鋼板（ｱ）0.8

カラ－ガルバリューム鋼板(ｱ）0.5
：平120深型　（取付金具共）　

（自在ドレイン100φ共）

竪樋：カラー硬質塩ビ管（VP）100φ

：支持金物：ｽﾃﾝﾚｽ製＠1200以下

水切：耐摩カラ－ガルバリューム鋼板（ｱ）0.8

折版用雨樋：

土間コン下：再生クラッシャーラン+山砂（空隙部）：十分填圧のこと

見切材：ｽﾃﾝﾚｽ(ｱ)5

開口部2：スチール製電動重量シャッター

シャッター受材：構造用集成材

尾垂れ

小屋裏隔壁：準耐火構造

耐力壁：構造用合板(ｱ)9両面張（耐力面材確保：受材仕様）のまま

均しモルタル

外壁2：
角波サイディング：働き巾300　H20程度

：耐摩カラ－ガルバリューム鋼板(ｱ）0.4縦張

化粧板張：杉材（上小節）15×150W直張+木材保護塗料塗

外壁3：

+胴縁18×45＠455

+防風透湿ｼ-ﾄ

構造用合板(ｱ)9（耐力面材確保）

▼平均地盤面

：合成梁に石膏ボード(ｱ)15両面張

塞ぎ材：構造用合板(ｱ）12（実付）（水平剛性確保）

タイトフレーム受材：構造用集成材

構造用合板(ｱ）12（実付：ラーチ合板）（水平剛性確保）

タイトフレーム支持：木造下地用タイトフレーム用ビス留め

耐摩カラ－ガルバリューム鋼板ｱ）0.8　折版はぜ締め葺　屋根2：
　働き巾：455　山高：90前後

雪止アングル：L-65×65×51段（亜鉛メッキ品）：専用支持金物

カラ－ガルバリューム鋼板(ｱ）0.5：平150浅型（取付金具共）　
折版用雨樋：

耐摩カラ－ガルバリューム鋼板（ｱ）0.8
水切：

尾垂れ
軒先見切面戸：

耐摩カラ－ガルバリューム鋼板（ｱ）0.8

シャッターボックス：亜鉛めっき処理+ローバル塗装

床：コンクリート即時金ゴテ仕上（目地切）

地覆：コンクリ－ト化粧打放シのまま（誘発目地有り）

（GG1）

（GG1）
（GG1）

（GG1） （GG1）
（GG1）

GG2

GG7
GG6

GG4
GG5

GG3

構造用合板(ｱ)12張 合成梁：構造用合板(ｱ)12，24両面張のまま

耐力壁：構造用合板(ｱ)9両面張（耐力面材確保：受材仕様）のまま

排
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上
有
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2
,
10

0

小嶋　順三
一級建築士　第　208656　号

設計室　小嶋屋

S＝1/30（A1版）

S＝1/60（A3版）

（仮称）山北木材加工協同組合　府屋第三工場　

2016.10.24

　特殊加工加工棟　新築工事

TA-14

2016.10.31
2016.11.11

矩計図

2016.11.30

●配置図兼用
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■北側　立面図■
■南側　立面図■

▲設計GL

▼1FL

▼土台下天端

▼最高の高さ

▲最高の軒の高さ

■西側　立面図■
■東側　立面図■

●立面図
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■1FH　平面図■

■屋根　伏図■

庇

AD-1：1.85H×0.80W×2箇所＝2.96

▼

▲

▼

▲

10,920

：粉末消火器（20ｍ以内　ABC型）

：誘導標識（30ｍ以内）

：居室の構造に関する開口部

：消防法の有窓無窓に関する開口部

■凡例

：延べ床面積358.56ｍ2/100ｍ2＝4箇所

小
屋

裏
隔

壁
：

準
耐

火
構

造

小
屋

裏
隔

壁
：

準
耐

火
構

造

●

1
5ｍ

≦
30ｍ

6,370≦12,0006,370≦12,000 10,920≦12,000 小屋裏隔壁の間隔→

防煙壁区画面積：366.02ｍ2≦500ｍ2

基基基基 基

基基

基基

消

標

基

消

9,1009108,1909106,37015,47023,66015,470

S/L＝ S1S2S3

0.06370.0637 0.6552

L＝AB+BC+CD～+GH+HA＝80.08ｍ

S=S1+S2+S3＝0.7826ｍ2

＝+0.0098ｍ

→平均地盤面＝1FL-80+10＝　1FL-70

■平均地盤面算定

A

▼1FL-80

BCDEFGHA

8
0

60

■法チェック表

・特殊建築物適用（法２条二号）・耐火要求（法27条）は自動車修理工場と明記されており、プレカット工場は適用外。

■　プレカット工場の建築基準法についての検討

■　大規模建築物の構造制限の検討

準耐火構造壁＝木構造梁の両面に石膏ボード（ア）15張（建告1358）

■　小屋裏隔壁の検討

■　居室等の構造

1階

部位換気の検討（A/20）排煙の検討（A/50） 床面積（A）ｍ2採光上無窓居室の検討（A/20）

工場

→∴ＯＫ→∴ＯＫ→∴ＯＫ

※居室の採光については適用外

上記より採光上無窓居室に該当しないため、設置不要。

■　非常用照明設備の検討

１．ホルムアルデヒド発散建築材料の検討２．天井裏などの措置→

３．居室ごとの機械換気設備→プレカット工場は使用時に必ずシャッターなどが開放されるため適用除外（Ｈ15国交告273）

建築材料による措置：規制対象外の建材の使用とする。

使用面積（m2） 係数 面積（m2）
内装の仕上部分

種別

（規制対象外）

床・壁・天井

上記以外の規制を受ける部分

室名
床面積（m2）
工場

1階

≧0.00m2∴OK

使用面積合計

（判定結果）

0.00m2

0.00m2

（規制対象外）

→規制対象建材使用

■　ホルムアルデヒド対策の検討

■　有窓階の算定

消防法上、有窓階に必要な有効窓面積S：

2：大断面・ＣＬＴ加工棟：床面積＝635.98ｍ2　特殊加工棟：床面積＝358.56ｍ2　合計＝994.54ｍ2＜1000ｍ2より適用外

建築面積＝386.86ｍ2＞300ｍ2の木造小屋組→・12ｍ以内に準耐火構造壁の隔壁設置

358.56A/20＝18.0A/20＝18.0A/50＝7.20 AW-1：1.40H×1.55W×10箇所＝21.70

合計：21.70≧

AW-2：0.65H×0.75W×2箇所×8組＝7.80

合計：7.80≧

AW-1：1.40H×0.75W×10箇所＝10.5

AW-2：0.65H×0.75W×2箇所×8組＝7.80

合計：21.26≧

（358.56）

S＝358.56/30＝11.96（ｍ2）

AW-1：1.40H×1.55W×1/2×10箇所＝10.85AD-1：1.85H×0.80W×2箇所＝2.96合計：13.81≧11.96→∴有窓階となる。

1：・建築物の高さ：8.30ｍ＜13.0ｍ・軒の高さ：8.09ｍ＜9.0ｍより適用外

（SS-01:7.90W×5.0H＝39.5ｍ2≧358.56×15/10000＝0.54ｍ2　より。）

小嶋　順三
一級建築士　第　208656　号

設計室　小嶋屋

S＝1/100（A1版）

S＝1/200（A3版）

2016.09.19
（仮称）山北木材加工協同組合　府屋第三工場　

特殊加工棟　新築工事

2016.10.19

平面図・屋根伏図

法チェック図1・2

■

TA-11

2016.10.31
2016.10.20 2016.11.11

●平面図

＊命題☞耐力面材で構造体を構成すべし。
骨組に構造用合板を釘止めで形成される合
板充腹梁（地組）。合板充腹梁の骨組。 合板充腹梁が縦横に織りなす。

林業に携わるひとたちの想い。その林業を見守り
続ける施設が生きている。

林業には未来はあるということ。世の中に問いかけ続けたい。「建物」という力を借りて。

●積雪量：1.2m  風速：32m/S。

●屋根は役物無しの一枚成型折版で荷重軽減。

●土間床には材料計測兼用の誘発目地。

●外壁腰壁は塩害に強い耐摩GL。

●耐風梁部分の水平剛性部分は道具棚兼用

●自然は中立である。ひとのためばかり
にあるのではない。バランスをとること。

●間伐が手間がかかるから構わず皆伐を
する。そこには環境を慈しみ、守ろうと
する想いは見られない。

●人工林（杉）が見守る町並み（金山町）●京都北山地区でさえ荒廃がおきている。

●森林を守るということはどういうことなのか？

いろんなところで問われているが、従事者にとっては先が見えてこない。

もっと強い意志と環境教育の実践に期待がかかる。

恵まれた森林を守るというのは、国民ひとりひとりが国内産業をささえている。とも言える。

築5年後の様子。「山形県沖地震」
（2019)での被害は無かった。 合板充腹梁の仕口はプレート使用。

必要最低限の内部足場。

●森林を守るということはどういうことなのか？


●「大地と共に生きる力」を少しでも身に
つけるべき。キャンプの人気は何を示して
いるのかわからないが、自然を大切にする
という「正しさ」への同調圧力ではないこ
とと捉えたい。


